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　環境･健康募金は、昭和35(1960)年
から実施し、平成30年度で59回目を迎
えました。集まった募金は、募金委員会に
よって適正に配分され、各市町公衛協の
活動資金として地域社会に役立てられて
います。

『環境・健康募金』

 環境･健康募金
　 総額（円）

6,136,130

市町名 募金額（円）対前年実績比（％）
府 中 町
海 田 町
熊 野 町
坂 町
江 田 島 市
竹 原 市
大 崎 上 島 町
大 竹 市
廿 日 市 市
廿日市市大野
廿日市市佐伯
廿日市市吉和
廿日市市宮島
安 芸 太 田 町

577,300

990,000

0

0

0

0

0

0

2,462,439

0

0

0

0

0

34.6

41.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

72.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

市町名 募金額（円）

合 計 6,136,130 10.9

平成30年度
　地区衛生組織活動資金募集

通称

北 広 島 町
安芸高田市
東 広 島 市
三 原 市
世 羅 町
尾 道 市
福 山 市
府 中 市
神石高原町
三 次 市
庄 原 市
呉 市
そ の 他

823,200

0

0

626,880

0

595,000

0

0

0

0

0

0

61,311

75.9

0.0

0.0

37.3

0.0

13.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

89.6

※この表は、平成30年5月末までに
市町公衛協事務局から募金委員会
に振込みのあった実績額を示してい
ます。 

ちゃんコケン 坊ーエコ や

対前年実績比
（％）

募金の使途（公衛協配分金）
環境づくり
・ごみの減量化と分別排出の徹底・リサイクル活動の推進
・道路、河川など生活空間の美化活動
・脱温暖化に向けたライフスタイルの推進
・みちクリーン・散乱ごみの追放運動
・脱温暖化普及啓発活動 水辺教室

（北広島町公衆衛生推進協議会）
脱温暖化出前学習

（福山市樹徳学区公衆衛生推進委員会）

　

県
内
各
地
で
公
衆
衛
生

推
進
協
議
会
（
以
下
、「
公

衛
協
」
と
い
う
）
の
総
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
多
く

で
新
し
く
推
進
委
員
に
な

っ
た
人
を
主
な
対
象
と
し

た
『
基
礎
研
修
』
が
同
時

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
礎
研
修
で
は
、

『
2
0
1
8
公
衆
衛
生
推

進
手
帖
』
を
テ
キ
ス
ト
に
、

「
公
衛
協
は
ど
の
よ
う
な
団

体
か
」「
推
進
委
員
の
役

割
」「
主
な
活
動
内
容
」「
環

境
･
健
康
募
金
の
仕
組
み
」

な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。

　

研
修
は
、
市
町
単
位
が

基
本
で
す
が
、
支
部
地
区

学
区
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

レ
ベ
ル
の
実
施
も
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
公
衛
協
の
要

望
に
応
じ
て
環
保
協
か
ら

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
で
は
公
衛
協
会

長
や
役
員
、
事
務
局
が
講

師
を
務
め
、
独
自
に
研
修

会
を
開
催
す
る
と
こ
ろ
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
は
、

新
た
に
基
礎
研
修
の
内
容

を
収
め
た
映
像
教
材
を
作

成
し
、
公
衛
協
に
配
布
し

ま
し
た
の
で
、
パ
ソ
コ
ン

が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
基
礎
研
修
を
受
講

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
会
議
や
研
修
な
ど
で
、

推
進
委
員
が
集
ま
る
際
に

積
極
的
に
ご
活
用
頂
け
る

と
幸
い
で
す
。

　

5
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
呉
市
音
戸
地
区
公
衛
協

の
基
礎
研
修
に
お
い
て
、

映
像
教
材
を
紹
介
し
、
地

区
や
学
区
で
の
活
用
を
促

し
ま
し
た
。
教
材
は
章
ご

と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
の

で
、
必
要
な
部
分
だ
け
見

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

基
礎
研
修
は
、
推
進
委

員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
活
用

し
、
1
年
に
1
度
は
実
施

し
、
公
衛
協
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
活
動
の
輪

を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

◇「
環
境
の
日
」
ひ
ろ
し
ま

大
会

　

快
晴
の
中
、「
環
境
の

日
」
ひ
ろ
し
ま
大
会
が
県

庁
前
広
場
で
開
催
さ
れ
、

約
３
千
６
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
４０
近
く
の
テ

ン
ト
が
な
ら
び
、
当
協
会

は
「
自
転
車
発
電
M
y
チ

ャ
レ
ン
ジ
」
や
牛
乳
パ
ッ
ク

工
作
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
省
エ
ネ
･
省
資
源

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
家
庭

の
省
エ
ネ
ア
ン
ケ
ー
ト
は

１
６
４
人
の
皆
さ
ん
に
回

答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
島
県
環
境
政
策
課
で

は
、
家
庭
の
省
エ
ネ
を
呼

び
掛
け
る
「
ひ
ろ
し
ま
エ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
一
環
で
、

「
う
ち
エ
コ
診
断
」
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
環
境
省

が
認
定
す
る
う
ち
エ
コ
診

断
士
に
よ
り
、
２６
人
が
受

診
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
機
に
家
庭

の
省
エ
ネ
が
更
に
拡
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◇
ご
み
ゼ
ロ
・
ク
リ
ー
ン
ウ

ォ
ー
ク

　

今
年
も
「
き
れ
い
な
ひ

ろ
し
ま
・
ま
ち
づ
く
り
市

民
会
議
」
が
主
催
す
る
ご

み
ゼ
ロ
・
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
市
内

１１
カ
所
か
ら
旧
市
民
球
場

を
目
指
し
て
ご
み
を
拾
い

な
が
ら
歩
き
、
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
を
P
R
し
ま

し
た
。
市
内
の
企
業
・
団

体
か
ら
約
６
千
４
０
０
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
は
、
職
員

と
そ
の
家
族
１
０
０
名
余

り
が
参
加
し
、
当
協
会
を

出
発
点
と
し
た
約
４
０
０

人
が
横
川
駅
前
を
通
っ
て
、

周
辺
の
ご
み
拾
い
や
雑
草

の
除
去
を
行
い
つ
つ
行
進

し
ま
し
た
。

映
像
教
材
の
活
用
で
簡
単
に
受
講
可
能

呉
市
音
戸
地
区
で
の
基
礎
研
修
で
映
像
を
活
用

パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
省
エ
ネ
を

提
案
す
る
診
断
士 全

市
町
で
基
礎
研
修
の
開
催
を

全
市
町
で
基
礎
研
修
の
開
催
を

日　時：平成30年７月５日（木）　13：00
　　　　　　　   ～６日（金）　15：00

会　場：グリーンピアせとうち
　　　　（呉市安浦町三津口326-48）

主なプログラム（予定）
　【１日目】　■広島県からの情報提供
　　　　　　　健康に関する広島県の施策について
　　　　　　　環境に関する広島県の施策について
　　　　    ■環境と健康のコミュニティ活動助成事業活動報告
　　　　    ■交流会「情報交換ルーム」
　【２日目】　■基調講演「連載『海に聞く　瀬戸内再生』の取材から」
　　　　　　   中国新聞社　記者　永山　啓一　氏
　　　　    ■ワークショップ
　　　　    ■１万人の食チェック事業　おたのしみ抽選会

環
保
協
　
環
境
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
出
展

天満川沿いを清掃する参加者

第５７回環境保健夏季大学第５７回環境保健夏季大学


